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作成年月日 令和 3年 7月 12 日 
作成部局 病院局経営課 

 
総合リハビリテーションセンター中央病院 

 スポーツ医学診療センター（R3.4 開設）の運営 
 

１ 開設の目的 
 一般のスポーツ愛好家からオリンピック・パラリンピックを目指すアスリートまで、

すべての方を対象にスポーツ障害や外傷の診断から治療、手術、そしてスポーツ復帰
までを一元的に対応するスポーツメディカルセンターとして、本年４月に兵庫県が全
国の公立病院に先駆けて開設した。 

 
２ 開設場所 
  神戸市西区曙町 1070（総合リハビリテーションセンター リハビリテーション中央病院内）  
         
３ 診療の内容 

・ 外来診療（スポーツ整形外科） 
通常診療（月～金、ただし火・水・金曜日は午前のみ） 
夜間診療（週２回月・木曜日、１９時まで） 
スポーツ内科診療（週１回、木曜午後） 
２４時間ＷＥＢ予約システムあり 

・ 入院手術診療（関節鏡視下手術、靱帯再建術、軟骨移植術、骨切り術等スポー
ツ外傷・障害に対する手術） 

・ リハビリテーション(外来、入院) 
・ 自家培養軟骨移植術や多血小板血漿（ＰＲＰ）治療などの再生医療 

 
４ 診療の特徴 

・ 神戸大学整形外科よりスポーツ医学の専門家を迎え、これまでの日本代表チー
ム等の帯同経験を生かして、スポーツ現場やアスリートにとって最適な医療体
制を整備 

・ 中央病院内にある西日本最大のリハビリテーション室内に最新のトレーニング
機器を取り揃えたスポーツリハビリテーション室の設置 

・ スポーツ内科を併設し、スポーツ貧血や栄養指導等を含め、全身を包括的に治
療する体制（全国の公立病院に先駆けた取り組み） 

・ 治療に際して、神戸大学医学部附属病院と密接に連携し、様々な疾患に対応で
きるような体制 

・ 令和５年度に総合リハビリテーションセンター内に開設予定の「ひょうご障害
者総合トレーニングセンター（仮称）」（アリーナ、屋内プール、屋内フットサル
コート等整備予定）と連携（アスリート・パラアスリートを対象に国立スポー
ツ科学センター・ナショナルトレーニングセンターのような機能を有するトレ
ーニング施設のメディカルセンターを将来的に目指す） 

 

５ 診療の状況（Ｒ３年４～６月） 
・ 患者が行っているスポーツは、バレーボールの割合が最も高く、次いでサッカ

ー野球、陸上競技、その他となっている。 
・ 各スポーツで見られる疾患の類型は、膝関節疾患が最も多く、次いで足関節疾

患、脊椎疾患等である。 
・ 患者の中には日本代表バレーボールチーム選手や関西で活動しているバレーボ

ールのプロクラブチームなどの選手を含み、入院による手術実施後、早期復帰
を目指し、メディカルリハビリテーション及びトレーニングを実施している。 
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６ スタッフ 

・ 整形外科医師【常勤２名（うちスポーツ医学診療センター長１名）、非常勤２名】 
センター長プロフィール： 
整形外科専門医・認定スポーツ医、日本スポーツ協会公認スポーツドクター、
日本オリンピック委員会強化スタッフ（医・科学）、日本バレーボールリーグ
機構（V. LEAGUE）メディカル委員、国際バレーボール連盟（FIVB）医事委員、 
バレーボール日本代表チームチームドクター 

・ スポーツ内科医師（非常勤１名） 
・ 理学療法士（常勤２名） 

 
７ その他 
(1) ＦＩＦＡメディカルセンター（FIFA Medical Centre of Excellence）に認定 

当院は、国際サッカー連盟（FIFA）により、「FIFAメディカルセンター（FIFA Medical 
Centre of Excellence）」に認定されており、神戸大学医学部附属病院、明和病院
（西宮市）と共に世界 32 ヶ国に 49 ヶ所設置されている FIFA メディカルセンター
の一つとなっている。 

当センターでは、整形外科を始めとして、スポーツ内科等様々な分野のスペシャ
リストが協力して、サッカー医学の発展にも貢献している。 

 
(2) スポーツ救急ダイヤルの設置 

        部活やスポーツでのケガは夜間や休日などの診療時間外に生じることが多く、適
切な治療が受けられず、ケガを見逃してしまうことが多いため、急なケガにも適切
に対応できるようにスポーツ救急ダイヤルを設置。当院整形外科医が直接対応し、
適切な処置・受診ができるようアドバイスを行う。 
 

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０５０－３６１２－８４８４ 
     受付時間 ：  平      日     午後５時～午後１０時 
            土・日・祝     午前９時～午後  ９時 

 

  
スポーツリハビリテーション室 

 

 

［問い合わせ先］ 

                       ・総合リハビリテーションセンター中央病院管理課  

078-927-2727（代） 内線（2220） 

・病院局経営課 

078-362-3216 
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参 考【診療実績（Ｒ３年４～６月）】 
(1) 患者数（入院・外来） ※（ ）内は実患者数 

  ４月 ５月 ６月 計 
延外来患者数 41 (27) 102（54） 181（69）  324（150） 
  うち、夜間診療分 0 （0） 26（19） 47（29） 73（48）  
延入院患者数 93  (7) 234 (16) 391（21） 718 (44) 

計 134 (34) 336 (70) 572（90） 1,042（194） 
  
 (2) 実患者 年齢、地域別、疾患内訳  
（年齢内訳） 
                                                                ４月 ５月 ６月 計 

20 歳未満 8 18 35 61 
21～30 歳 13 18 10 41 
31～40 歳 2 10 8 20 
41～50 歳 4 8 21 33 
51～60 歳 7 14 12 33 
61 歳以上 0 2 4 6 

計 34 70 90 194 
（地域別内訳） 
 ４月 ５月 ６月 計 

神戸 7 20 29 56 
阪神 1 3 2 6 
東播磨 12 15 26 53 
北播磨 1 5 10 16 
中播磨 6 9 10 25 
西播磨 0 0 0 0 
丹波 0 2 0 2 
但馬 0 1 0 1 
淡路 0 3 3 6 
県外 7 12 10 29 
計 34 70 90 194 

（主な疾患内訳） 
 ４月 ５月 ６月 計 
●ｽﾎﾟｰﾂ整形受診者     

 膝関節疾患 26 48 61 135 
 股関節疾患 0 1 0 1 
 足関節疾患 7  9 14 30 
 肩関節疾患  0 2 4 6 

  肘関節疾患  0 0 1 1 
 手関節疾患 0 1 1 2 
脊椎疾患 1 4 8 13 
その他 0 4 0 4 

スポーツ整形受診者
計 

34 69 89 192 

上記の内ｽﾎﾟｰﾂ内
科受診者 

0 
 

4 
 

2 
 

6 
 

●ｽﾎﾟｰﾂ内科のみ受診
した者 

0 
 

 1 1 2 

合計 34 70 90 194 
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(3) 手術実施内訳 

 ４月 ５月 ６月 計 

関節鏡下靭帯断裂形成手術 3 1 1 5 

関節鏡下半月板縫合術 4 3 8 15 

関節鏡下半月板切除術 1 1 2 4 

関節鏡下関節鼠摘出術 0 1 2 3 

骨折観血的手術 1 2 1 4 

骨切り術 2 2 2 6 

抜釘 0 2 0 2 

その他 0 2 1 3 

計 11 14 17 42 

※数値は実患者数ではなく術式ごとによるカウント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 










